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研究成果の概要（和文）：(1)値分布理論とVojta予想の研究において，M. Raynaudの定理(1983)の別証明とし
て，準アーベル多様体に対するPicardの大定理(本代表者 1981)と「極小順序構造」を用いる方法により証明し
た．これは，両者の間の証明レベルでの直接的な関係を初めて示したものとして興味深い．
(2)分岐被覆領域のレビ(ハルトークスの逆)問題の成立する十分条件を初めて与え，Behnke-Steinの定理(開リー
マン面のスタイン性)の新証明を得た．岡の連接定理の証明にアルゴリズム的な改良を与え、弱連接定理を得，
岡が解決した3大問題に限れば収束巾級数とコーシー積分表示のみによる初等的証明法を与た．

研究成果の概要（英文）：(1) In the study of the value distribution theory and Vojta Conjecture, I 
gave another proof of M. Raynaud's Theorem (1983) by making use of Big Picard's Theorem for 
semi-abelian vareities by the author (1981) combined with ``o-minimal structure''. This provides a 
first instance of a direct relation at proof level between them, whereas the analogies at statement 
level have been discussed a lot.
(2) Some sufficient condition for the Levi (Hatogs' Inverse) Problem to hold was firstly given, and 
as well another proof of Behnke-Stein's Theorem (the Steinness of open Riemann sufaces) was given. I
 improved the algorithmical structure of the proof of Oka's Coherence Theorem, and then obtained a `
`Weak Coherence Theorem'': It makes possible to provide a complete self-contained treatment of the 
solutions of the Three Big Problems (Behnke-Thullen, 1934) due to K. Oka (1936-1953) in a very 
elementary way only with convergent power series and Cousin's integral (half of Cauchy's integral).

研究分野：多変数複素解析学，多変数値分布理論，ディオファントス近似論

キーワード： 解析学　関数論　多変数複素解析学　値分布理論　Vjota予想

  １版

平成

研究成果の学術的意義や社会的意義
多変数複素解析学における値分布理論と代数多様体上の有理点分布の理論は、これまで命題文レベルでのアナロ
ジーとして研究されてきた．今回，成果としてそれ等両者の間に証明レベルでの直接的な関係を見出した．間を
取りもたったのがロッジックのモデル理論である「極小順序構造・集合」の理論であるこが，興味深い。
　多変数複素解析学においてレビ(ハルトークスの逆)問題は基本的である．不分岐領域の場合は岡により解決さ
れ，分岐の場合は反例があることが知られているが、ここでは初めて成立の為の十分条件が与えられた。弱連接
定理を定式化することにより，岡による三大問題の解決に限ればごく初等的な証明が可能であることを示した。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
高次元値分布理論については，1990年に出版されたNoguchi-Ochiai (MMONO 90, アメリカ
数学会)以来の進展をまとめたNoguchi-Winkelmann (GL350, Springer)を 2014年に出版し，
その後の研究課題が明確化された時期に当たる．重要なテーマとして，一般型代数多葉体内の
整正則曲線の退化に関するGrenn-Griffiths-Lang予想と代数点分布に関するVojta予想がある．
本研究代表者等は，幾何学的不変量の観点から最良の結果を得ている．両者の関係の更なる深
化と進展が期待されていた． 
 本理論の基礎を与える多変数複素解析学の基本部分についての新しい展開が本研究代表者に
よって進みつつあった．幾つかの新証明をあたえる論文を発表し，2013 年に出版した著書(多
変数解析関数論，朝倉書店)の英語訳を進めつつ，更なる改良・新しい進展を研究しつつあった．
その過程で，岡の残した問題である分岐被覆領域のレビ(ハルトークスの逆)問題の新しい展開
が出つつあった． 
 
２．研究の目的 
基盤研究(B)「解析写像の値分布理論・ディオファントス近似と解析的サイクルの交点理論の研
究」課題番号 23340029（平成 23 年度～26 年度）で遂行された研究を更に発展させる。複素
解析写像の値分布理論では、一般型複素多様体 X 内の整正則曲線の代数退化を予想する
Green-Griffiths予想が大きな未解決問題である。小林予想もこれに含まれる。種々の部分的な
興味深い解決が得られているが、一般次元で不変量のみによる解決としては、不正則指数を用
いたNoguchi, Winkelmann, Yamanoi, Lu等による研究結果(2013)が最良である。この問題は
有理点の分布についての Vojta 予想と関係する。複素解析写像は、像空間の上の解析的サイク
ルを与える場合にその解析的・幾何学的不変量と関係するに興味深い問題があり、これらの研
究を進展させる。 
 
３．研究の方法 
これまでの科学研究費基盤(B)で行ってきた研究を更に発展させるとともに、当該研究課題の分
野における基本定理の証明を見直し、無駄を省いた別証明の可能性を研究する。より基本に戻
り新しい展開の糸口を探る。そこから現下の問題の解決に繋がる新しい展開を計る。その際、
専門家との研究討論が本質的に重要になる。値分布理論では山ノ井氏と連携、千葉氏と協力し、
複素幾何学では辻・高山両氏、ディオファントス近似論では平田-河野氏、擬凸領域・多様体に
ついては大沢・濱野氏等と連携し研究の深化・発展を計る。海外では、P. Corvaja, J. Winkelmann
氏等と引き続き協力する。内外の研究集会に参加し、研究成果の発信を積極的にすると共に研
究情報の収集を行う。日常的には、電子メールを活用する。研究成果の一般社会への発信には、
Web を活用し、一般雑誌への記事発表、書籍の発刊などを行う。 
 
４．研究成果 
(1)本研究課題開始初期に小林双曲性を中心とした研究情況を議事録として出版した(以下の図
書[3])．その後の研究により，値分布理論と Vojta 予想の研究に於いて興味深い知見を見出し
た．M. Raynaud は Manin-Mumford 予想に答える形で代数体上に定義されたアーベル多様体の部
分空間が含むねじれ点集合が有限個のアーベル部分多様体の平行移動の和となることを示した
(1983)．この定理の別証明は、爾来色々与えられてきたが，本研究代表者が得ていた準アーベ
ル多様体に対する Picard の大定理(1981)を用いると簡明に主張が準アーベル多様体に対して
証明できることが判明した(下記論文[4]，以下同)．これまでは，値分布理論と Diophantus 幾
何学の関係は命題文レベルでのアナロジーで語られるに留まっていた（例えば，論文[7]）．今
回の知見は，両者の間の証明レベルでの直接的な関係を初めて認識したもので，その意味で研
究が一歩深化したといえる．その間を取り持ったのが，ロジック於けるモデル理論である``極
小順序構造論”であることは，当該研究課題開始時には認識していなかったもので，この新し
い知見は興味深い成果である．この超越的な方法の新しい応用として準アーベル概形の正則切
断の算術的な性質を新しく出てきた研究課題として P. Corvaja, U. Zannier と共に現在研究中
である． 
 
(2)多変数複素解析の基礎の研究では，最も基本である連接定理の証明の吟味から始め，関係層
の生成系に次数構造のあることを見出し，アルゴリズム的な改良を与えた(論文[1])．証明の歴
史的な経緯をしらべることにより，あたらしい事実の発見や残されていた問題の再発見が行わ
れた(論文[2],[6])．その最大の問題である分岐被覆領域のレビ(ハルトークスの逆)問題につい
て成立する十分条件を初めて与え，古典的な Behnke-Stein の定理(開リーマン面のスタイン性)
の新証明を得ることができた(論文[5])．また，Cartan-Serre の定理や Grauert の定理に於け
る連接層のコホモロジーの有限次元性の証明で使われる L. Schwartz の有限次元性定理の証明
の簡易化が技術的ではあるが条件の改良を伴って得られた．これらの成果は著書(以下の図書
[1])として成果が出版された．この過程で，岡が解決した 3大問題に限れば一般連接層のコホ
モロジー理論や L^2-dbar 理論を用いる事なく，単に収束巾級数とクザン積分(コーシー積分の
半分)だけで初等的に自足的な証明が与えられることが分かった(論文[1])．ここまで，この理
論の扱いが初等化されることは研究課題開始時には考えていなかったことで，複素解析学の基



礎に資する成果である．今後は，これを更に整備したい． 
 
(3)その他．本研究課題で得られた知見をもとに，より広い読者層を念頭に論文[3]，図書[2]
を出版し，本研究課題の一般社会への情報発信を行った．多くの国際会議に参加・講演を行い
本研究の成果の国際発信に努めた(以下の学会発表を参照)． 
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